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舞鶴地域医療シンポジウム 2025年1月26日舞鶴市

京都府における地域医療の現状と課題
― 大学の役割 ―



人口動態
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京都府の人口推移と高齢化率



中丹医療圏
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2015年 2025年 2040年

2015年 2025年 2040年

圏域別の人口推移（京都府）
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舞鶴市の人口推移と高齢化率



疾病構造の変化
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高齢化に伴う医療需要の増加（推計）

2013年
(現状)

2025年
（推計）

増減率
（2013年比）

2040年
（推計）

増減率
(2013年比)

京都府計

がん 2,594 2,954 13.9% 2,931 13.0%

急性心筋梗塞 76 95 25.0% 98 28.9%

脳卒中 735 963 31.0% 989 34.6%

成人肺炎 1,064 1,513 42.2% 1,599 50.3%

大腿骨骨折 448 654 46.0% 698 55.8%

出典：地域医療構想策定のための将来の医療需要推計データ（平成２７年７月厚生労働省提供）
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京都府の医療と介護の需要予測



中丹医療圏の医療と介護の需要予測



地域医療構想
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❶福知山市民 ● ● ● ● ●
344

(0)
43 257 44 0

②舞鶴共済 ● ● ●
254

(0)
10 209 35 0

❸舞鶴医療 ● ● ● ●
239

(0)
12 89 138 0

④綾部市立 ● ● ●
206

(0)
0 156 50 0

⑤舞鶴赤十字 ●
198

(0)
0 100 98 0

⑥舞鶴市民
100

(100)
0 0 0 100

他 ⑦京都ルネス
171

(0)
8 63 100 0

＊他に綾部ルネス、京都協立、舞鶴こども、大江分院、松本、岸本、渡辺病院がある

主な医療機関

病院機能

（第7次保健医療計画）

病床機能報告

（R4.7.1）

公

立

・

公

的

計
高度

急性期
急性期 回復期 慢性期 地域包括ケア構想の目標（病床数：2,205床）

現状 病床機能報告（R4.7.1） 1,996 73 917 616 390

1,657 184 634 557 282

2,159

中丹医療圏

国推計値（R６）

基準病床数（R4）

〇現行の許可病床数を上回っており、現行の許

可病床を維持

〇病床機能報告では、推計値に比べ急性期が大

幅に上回っている。一方、今後、回復期の需要

が見込まれるため、回復期の充実を図る

＊基準病床数には舞鶴こどもC35床を除く
－



医師数と
病院・病床数
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京都府の医師偏在指標

医療圏
指標

全国順位 区域
全国比

全国 255.6 100

京都府 326.7 128 2 多数

丹後 155.6 61 280 少数

中丹 198.2 78 170

南丹 177.1 69 228 少数

京都・乙訓 401.4 157 5 多数

山城北 207.1 81 133

山城南 160.8 63 267 少数
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病院に勤務している医師数：人口1000人当たり

21

U
n

it
e
d

 S
ta

te
s

G
e
rm

a
n

y

F
ra

n
c
e

U
n

it
e
d

 K
in

g
d

o
m

Ja
p

a
n



全病院数：人口100万人当たり
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病床数：人口1000人当たり
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病院に勤務している常勤医療職数：1ベッド当たり
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医療崩壊から“医療壊滅”になる恐れ！



医療崩壊から“医療壊滅”になる恐れ！

日本においては医療資源が薄く、
広くばらまかれており、

一見便利で質の良い医療体制は
平時では何とか保たれるが、
有事では非常に脆弱である



大学の取り組み
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関係病院のネットワーク（卒後臨床研修病院のみ）
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卒業生 研修医 府内
うち本学

府内定着率
（%）

府外
うち関連病院

府内＋府外
関連病院（%）

進学・その他

R2 94 94 55 29 58.5 39 12 71.3 4

R3 111 103 60 34 58.3 43 15 72.8 8

R4 109 103 61 35 59.2 R2 17 75.7 6

R5 109 105 70 39 66.7 35 12 78.1 4

卒業生 就職 府内
うち本学

府内定着率
（%）

府外 進学・その他

R2 86 84 66 43 78.6 18 2

R3 85 78 49 30 62.8 29 7

R4 83 76 59 28 77.6 17 7

R5 84 73 59 40 80.8 14 11

看護学科卒業生の進路

第3期中期計画における府内定着率の数値目標：70%

第3期中期計画における府内定着率＋学外関連病院の数値目標：70％

医学科卒業生の進路



世界トップレベルの医療を地域へ

京都府

附属病院
（高度・先進医療）

急性期病院

後方支援病院

診療所・クリニック

地域アライアンス

地域アライアンス

地域アライアンス

地域アライアンス



今後の方向性
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舞鶴地区の医療の現状

•急性期病床が過多であり、それが3病院に分散

•それに応じた医療資源（医師・看護師・メディカ
ルスタッフ）の分散

•それぞれの病院が医療資源の確保が困難であり、
経営上も困窮



舞鶴地区の医療体制の方向性

•地域医療構想に沿った形でそれぞれの機能病床の適正
数の割り出しと是正

•病院の集約化と医療資源の集中

•集約化した病院での救急体制の充実

•舞鶴地区で完結する医療構築


